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ゼル再洗礼派の指導者ハインリヒ・クニッピンク Heinrich Knippinck、オットー・フィンク Otto Vinckは、


















　ヤコブ・フォン・オッセンブルク Jacob von Ossenbrugは、再洗礼派統治が始まる前に、おそ
らく市内の親方のところで働くために 25、市外からミュンスターへ移住してきた蹄鉄鍛冶屋の職
人であった 26。彼は、1534年 1月 5日にミュンスターで成人洗礼が始まった直後に、オランダか
Verfolgung der Täufer in der freien Reichsstadt Köln 1529 bis 1618, Münster 1962, S. 11-15; Kipp, Herbert, 
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nelius 1853, S. 220. 後者は、Habets, Jos, De Wederdoopers te Maastricht. Tijdens de Regeering van Keizer 
Karel V, gevolgd door aanteekeningen over de opkomst der hervorming te Susteren en omstreken, Roer-
mond 1877, S. 211; Rembert, S. 372, A.4. ハベッツは、下ライン地方には Ossenbrugという家族名が多いこと
を、レンベルトは、一般にミュンスターの再洗礼派が、派遣先の場所を良く知る者やそこで生まれた者を使
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プリス Johan Kloprissによって下ライン地方に派遣された 29。
　ヤコブは、下ライン地方各地で宣教を行い、彼と同じくクロプリスによってミュンスターから
ヴァッセンベルクに派遣されていた使者ペーター・フォン・ドレメン Peter von Dremmen、そ
して 36名の同調者と共に、ドレメン Dremmenを出発しミュンスターを目指した 30。しかし、彼







1853, S. 221f. しかし、ライデン出身の預言者ヤン・ファン・ライデンが、ミュンスターに到着したのは 1月
13 日であった。Klötzer, Ralf, Die Verhöre der Täuferführer von Münster vom 25. Juli 1535 auf Haus Dül-
men. Edition der Protokolle sowie der vorbereitenden Fragenliste, in: Westfälische Zeitschrift 155, 2005, 
S. 64. また、1月 5日にミュンスターで成人洗礼を始めた二人の使徒バルトロメウス・ブックビンダー Bar-
tholomeus Boekbinderとウィレム・デ・カイパーWilem de Kuiperは、それぞれブラバントのスヘルトー
ヘンボス ’s Hertogenbosch とフースデン Huesden出身であり、ライデン出身ではない。Mellink, A. F., De 







29　ヤコブは、すでに 2月 28日に下ライン地方で逮捕されているため、活動期間を考えれば、2月 23日以前
にすでにミュンスターを離れていたことは確実である。Cornelius 1853, S. 220.
30　 3月 3日にクレーフェ公からミュンスター司教に宛てられた手紙では、逮捕者の数が 38人と記載されて
いる。そのため、ミュンスターからの使者二人以外の人々の数は、36人になる。FML518/519, Bd. 3a. Nr. 44 
(Landesarchiv Nordrhein-Westfalen Abteilung Westfalen); Sonder- Verzeichniss zum Münst. Landes- Ar-
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34　史料での記述に関しては、Niesert, S. 154f; Detmer 1899, S. 484ff; Klötzer 2005, S. 65. を、研究者による
記述に関しては、Kirchhoff, Karl-Heinz., Die Endzeiterwartung der Täufergemeinde zu Münster 1534/35. 
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49　クロプリスが助任司祭としてヴァッセンベルクで司牧していたのは、1529年末から 32年末である。Cor-
nelius 1860, S. 344. ロルが説教師として司牧していたのは、1531年末から 1532年前半までである。Rembert, 
S. 321f.
50   クロプリスがミュンスターに来たのは、ミュンスター司教とミュンスター市の間で和約が締結された 1533
年 2月である。Niesert, S. 131. ロルは、1532年 8月 10日に説教師に任命されたので、ミュンスターに来た
のはそれ以前である。Stupperich, Robert (Hg.), Die Schriften der Münsterischen Täufer und ihrer Gegner. 
3. Teil. Schriften von evangelischer Seite gegen die Täufer, Münster 1983, S. 227.
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52　Rembert, S. 305ff.
53　Niesert, S. 110.
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リヒ・ロルは、ヴァッセンベルクで 62、ディオニシウス・フィンネ Dionisius Vinneは、ヘーンゲ




















63　Cornelius 1860, S. 343.





































73　Cornelius 1853, S. 222. ヤコブの審問記録には、彼と共に逮捕された者の名前リストが含まれている。し
かし、ここで名前が挙がっているのは、36人中 27人のみである。ここにアンナの名前がないからと言って、
彼女が逮捕されていないとは限らないが、逮捕されていなかった可能性の方が高い。
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ンスターから送られた手紙を受け取り、それにより移住を決意した可能性がある。しかし、手紙
はミュンスターからの使者を通じて運ばれていたため、彼らは、手紙を受け取る際に、使者から
の宣教を受けているはずである。そのため、手紙単独で移住を決意したとは考えられない。
　前節で見た様に、下ライン地方の宗教改革思想の伝播において手紙は、1532年以降下ライン
地方からミュンスターへ移住した説教師と下ライン地方の支持者の関係を保ち、お互いの土地の
情報を伝え合い、ミュンスターからはサクラメントに関する教えや、おそらくは再洗礼主義を下
ライン地方の支持者たちに伝えるという機能を果たしていた。そのため、現在のところ史料で確
認できる限りでは、手紙は、読んだ者をすぐにミュンスター移住という行動へ動かすというより
も、継続的なやり取りによって再洗礼主義が伝播する下地を作るという役割を、下ライン地方で
の宣教で果たしていたと見なすことができる。
　ヤコブの証言から宣教で用いられたと確認できるメディアは、口頭での宣教と手紙という二つ
のみであり、宗教改革研究で宗教改革思想の伝播に重要な役割を果たしたと言われてきた印刷物
が、この時期の下ライン地方の宣教に用いられたことは確認できない。
　以上の検討から、ヤコブ及びペーターが下ライン地方で行った宣教で主に用いられ、実際に人々
をミュンスター移住へと決断させたメディアは、使者が直接口頭で行った説得であったと結論づ
けられる。
５．おわりに
　1534年 2月に下ライン地方で行われたミュンスター再洗礼派の宣教から、再洗礼主義が以下
のように伝播したことが明らかになった。
　先ず、下ライン地方とミュンスターの間には、ミュンスター再洗礼派が 1534年 2月に市内で
公認される以前から、手紙や使者を通じたやり取りがあった。それは、ミュンスター再洗礼派の
説教師たちの多くが、ミュンスターに移住する前に下ライン地方で活動しており、当地の信徒と
のやり取りを続けていたためであった。そのため、ミュンスターの状況や再洗礼主義は、早い段
階で下ライン地方に伝わっており、即座にドレメンからミュンスターへの移住を決断する支持者
もいた。
　このようなやり取りによって、下ライン地方各地には再洗礼主義の支持者が生まれ、彼らに関
する情報は、ミュンスターへ伝えられていた。そして、ミュンスターの説教師たちは、支持者が
既にいる場所に向けて、ヤコブやペーターのような使者を、宣教のために派遣した。逆に言えば、
彼らは支持者がいない場所では、宣教を行わなかった。彼らは、宣教に応じるかどうか分からな
い不特定多数の者たちへ宣教するよりも、応じる可能性が高い既存の支持者たちに対して宣教を
行うという方針を取っていたと思われる。そして、使者たちは説教師から預かった手紙を各地の
支持者に渡しながら、下ライン地方各地で支持者たちと知り合い、さらなる場所で宣教を進めて
いった。
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　この時期の宣教で最も効果的であったのが、使者による口頭での説得であった。使者たちは、
各地の支持者に、ミュンスターで起こった奇跡について物語り、そして神の罰が間近であり、そ
れを免れられるのは新しきエルサレムであるミュンスターだけであり、すぐにミュンスターへ移
住するよう呼びかけた。話を聞いた支持者の全員が彼に従ったわけではなかったが、36名が使
者の言葉に動かされ、使者と共にミュンスターへ移住することを決意したのであった。
　このように、この時期の下ライン地方の宣教は、印刷物ではなく、手紙と口頭での説得によっ
て行われ、より効果的であったのは、口頭での説得であった。この結果は、宗教改革思想の伝播
において、印刷物だけでなく、口頭でのコミュニケーションが果たした役割の重要性を認める必
要があることを示している。そのため、今後の宗教改革研究において、本稿で行ったような、全
てのメディアを考慮に入れた宗教改革思想の伝播に関する実証研究を、他の時代や地域でも地道
に積み重ねていくことが必要となるであろう。
　［付記］本研究は、平成 21年度東北大学大学院 GP院生プロジェクト歴史資源個別分析プロ
ジェクト事業、東北開発記念財団：平成 22年度（後期）海外派遣援助による研究成果の一部
である。
